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編 修 趣 意 書	 

（教育基本法との対照表）	 

	 

受理番号	 学	 校	 教	 科	 種	 目	 学	 年	 	 

28-82	 高等学校	 芸	 術	 音楽Ⅱ	 	 
	 

発行者の	 	 	 	 

番号・略称	 

教科書の	 	 

記号・番号	 
教	 科	 書	 名	 

27	 教芸	 音Ⅱ	 309	 高校生の音楽２ 

 
 
 

１．編修の基本方針 
	 

	 

	 教育基本法第二条に定められた教育の目標を踏まえ，音楽科における知識・理解を深め，思

考力・判断力・表現力のバランスよい育成を図るために，次のような基本方針のもとに編修し

ました。 

	 

音楽科の学習を通して知識・教養の確実な向上を図ることができるよう，学習

指導要領に示された「内容」と緊密な関連をもった学習が確実に行われるよう

にしました。 

	 

「創作」の学習などを通して個人の創造性を培うとともに，グループ活動等に

よって主体的に「協働」しながら学習を進めることができるようにしました。 

	 

命の大切さを尊び，他を尊重する心を養うことができるような歌詞をもつ教材

を多く取り入れました。 

	 

我が国や郷土を愛する心を育成することができるように，我が国の伝統的な音

楽や郷土の音楽を教材として扱いました。 



２．対照表 
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図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所�
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３．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色  
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① 我が国の音楽文化 
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② さまざまな場面で取り組める合唱曲 
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③ 学習内容が一目で分かる目次 
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⑤ 西洋音楽史の流れが分かるコラム「音楽史羅針盤」 
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編 修 趣 意 書	 

（学習指導要領との対照表） 
 

受理番号	 学	 校	 教	 科	 種	 目	 学	 年	 	 

28-82	 高等学校	 芸	 術	 音楽Ⅱ	 	 	 

発行者の	 	 	 	 

番号・略称	 

教科書の	 	 

記号・番号	 
教	 科	 書	 名	 

27	 教芸	 音Ⅱ	 309	 高校生の音楽２ 

 
 

１．編修上特に意を用いた点や特色 
 

①基礎的・基本的な知識・技能の習得への配慮 

	 前半の歌唱，器楽，創作，鑑賞教材のセクションにおいては，全ての教材に学習目標を示すとともに，そ

れに迫るための具体的な学習活動を手順に沿って示し，基礎的・基本的な知識，技能を確実に習得できるよ

うに配慮しました。さらに，思考・判断を行うための指針となる問いかけを「吹き出し」の形で示し，学習

の観点が明確になるように工夫しました。また，言語活動を促す文言を示し，生徒の表現力が育成されるよ

うに配慮しました。さらに，創造的に音楽活動に関わり，中学校で学習した基礎的な表現と鑑賞の能力をさ

らに発展させ，確実に身につけていくことができるように，適切な教材を選択しました。	 

	 

②学習指導要領の「内容」との関連の明示 

	 各教材の学習目標を明記し，学習指導要領の「内容」に示された指導事項をバランスよく扱うことができ

るようにしました。 

	 特に前半の歌唱，器楽，創作，鑑賞教材については，各教材の学習目標を大きく示し，指導要領の「内

容」に示された学習活動を確実に行うことができるように配慮しました。	 

	 

③道徳教育へのアプローチ 

	 他の人々に対する思いやりの心をもち，人との関わりの大切さを理解するなど，道徳教育に資する歌詞を

もつ歌唱教材を取り入れました。また，協同する感動や喜びを味わうことのできる合唱曲や合奏曲を取り上

げました。さらに，我が国の伝統的な音楽や長く歌い継がれてきた歌の学習を通して，日本人としての自覚

をもつことができるように内容を充実させたほか，伝統を重んじる心を養うことができるよう我が国の伝統

音楽の写真を多数掲載しました。	 

	 

④音楽を理解するための記述 

	 鑑賞教材において，各楽曲の構造をイラストや譜例などを駆使して分かり易く示し，音楽の構造や仕組み

などをしっかりと理解しながら学習を進められるよう配慮しました。また，鑑賞や楽譜集ページに設けた

「音楽史羅針盤」では楽曲の生まれた時代背景を知り，学習内容を深められる構成にしました。 

 

 

 

 



２．対照表 （◎は，◯より強い関連を示しています） 
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 � ���                 
2 新しい美の可能性を求めて              ◯ ◎  
４ 歌舞伎とシェークスピアの出会い               ○ ◎ 

8 糸 ◎ ○ ○ ○             
10 何度でも ◎ ○ ◎ ◎             
12 Imagine ◎ ◎ ○ ○             
13 見上げてごらん夜の星を ◎ ○ ◎ ○             

14 からたちの花 ◎ ◎ ○ ◎             

16 うつろの心 ◎ ◎ ○ ◎             

18 子守歌 ◎ ◎ ○ ◎             

20 愛の讃歌 ◎ ◎ ○ ○             

22 Stand By Me     ○ ◎ ◎ ○         

24 One     ○ ◎ ◎ ◎         

26 秋の宵     ◎ ◎  ○         

28 BGMをつくろう         ◎ ◎ ◎ ◎     

32 時代を超えて鳴り響く《怒りの日》              ◎ ○  

36 バッハの協奏曲を聴こう             ◎ ◎ ○  

38 ２台ピアノが織りなす響きを聴こう             ◎ ◎ ○  

40 ヴァイオリン協奏曲の名曲を聴こう             ◎ ◎ ○  

42 ４つのアリアの特徴を聴き比べてみよう             ◎ ◎ ○  

44 フォーレの響きの魅力を探ろう             ◎ ◎ ○  

46 音楽史上の大事件となった『春の祭典』             ◎ ◎ ◎  

50 文楽『一谷嫩軍記』 
《組討の段》             ◎ ◎ ◎ ◎ 

53   『一谷嫩軍記』から ◎ ◎  ○             
54 能『敦盛』             ○ ○ ◎ ◎ 

55 『平家物語』の音楽             ○ ○ ◎ ◎ 

56 音の歳時記               ○ ○ 



58 世界各地の文化が育んださまざまな音楽表現             ○ ◎ ○  

60 「ラーマ物語」を題材とした芸能             ○ ◎ ○  

62 ポピュラー音楽             ◎ ○ ◎  

64 早春賦 ○ ○ ○ ○             

66 浜千鳥 ○ ○ ○ ○             

68 カタリ カタリ ○ ○ ○ ○             

70 優雅な月よ ○ ○ ○ ○             

72 愛の喜び ○ ○ ○ ○             

76 女心の歌 ○ ○ ○ ○             

78 セレナード ○ ○ ○ ○             

82 君を愛す ○ ○ ○ ○             

84 夢のあとに ○ ○ ○ ○             

88 夏は来ぬ ○ ○ ○ ○             

90 流浪の民 ○ ○ ○ ○             

93 いざ起て戦人よ ○ ○ ○ ○             

94 アヴェ ヴェルム コルプス ○ ○ ○ ○             

96 Shall We Dance? ○ ○ ○ ○             

97 雨にぬれても ○ ○ ○ ○             

98 America     ○ ○ ○ ○         

100 Clapping Quartet No.2     ○ ○ ○ ○         

102 ノルウェーの森     ○ ○ ○ ○         

104 ロンド     ○ ○ ○ ○         

105 リコーダーの運指表      ◎           

106 音楽の著作権について知ろう 「内容の取扱い」（８） 音楽に関する知的財産権 

107 オーケストラの編成             ○ ○   

108 楽典    ○   ○    ○ ○  ○   

112 コードネームとダイヤグラム     ◎            

114 音楽史年表               ◎ ◎ 

118 日本の作曲家による映画音楽             ○ ○ ◎  

 




